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1.1.1.1.  

  

  暑さが日一日ときびしくなりました ．貴社ますますご繁栄のこととお慶

び申し上げます．平素は格別のご高配を賜り，厚くお礼申し上げます． こ

の度はTokai Formula Clubの6月の活動報告と7月の予定につきまして報告さ

せていただきます．また，ご報告が遅くなり，大変申し訳ございません． 

  

 6月は，安全構造同等性フォーム，インパクトアッテネータ，デザインス

ペックシート，デザインレポート，コストレポートと静的審査関連の提出

が数多くありました．昨年度の反省を生かし，前もって準備しておくこと

により，全て無事に期限前に提出することができました． 

 

 また，６月の後半からは車両の熟成を目的にテスト走行を繰り返し行っ

ております．多くのスポンサー様のご支援の下，安全かつ順調に作業は進

んでおります．本当に有難うございます．これからもご支援，ご鞭撻宜し

くお願いいたします．                                  

                           

大井松田カートランドでの走行テスト 
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2.2.2.2.     

 コストレポート提出 

  
 コストの圧縮のためにレギュレー

ションをもう一度見直し，解釈をチー

ム全員で議論しながら進めました．ま

た，昨年度の提出遅延という反省を生

かし，今年は早めに作成を始めまし

た．しかし，部品の個数やコストテー

ブルに当てはめる作業は膨大な量で，

徹夜を繰り返しながら，ようやく期限

直前に無事提出することができまし

た．チーム全員が一丸となって作業で

きたことで，無事に提出できたと思い

ます． 

 デザイン・スペックシート提出 

 
 デザインレポートは車両の設計の特徴はもちろん

のこと，車両の絶対値や相対値などの数値を多く記

載しました．このことにより，非常にわかり易いデ

ザインレポートになったと思います．また，早めに

取り込んだことにより，余裕をもって提出すること

ができました． 

               

 

 

 

車両の全ばらし  

  
 フレームの塗装と車両パーツの各部

チェックのため，車両の全ばらしを行いま

した．コストレポートの作成途中でした

が，みんなで効率的に作業することによっ

て，素早く作業ができました．各部品に異

常がないか注意深く確認し，次の走行に備

え，部品の改良も行いました． 
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2.2.2.2.     

 車両走行テスト 

 
 大井松田カートランド様のご好意によ

り，毎週木曜日の早朝にコースをお貸しして

いただいています．パイロンを設置すること

で，直線，コーナー，スラロームからなる

コースでの走行テストを行いました．油圧対

策やバージョンアップパーツの耐久試験，ド

ライバー練習を目的に走行いたしました．耐

久走行をすることで，パーツが壊れるという

トラブルが次々と 起こりました．しかし，

怪我もなく，毎週改良し，テストを行うこと

で車両の完成度は日に日に上がってきていま

す． 

 また，ドライバーからの情報をテスト後に

まとめることにより，車両の次なる改善点も

チームで共有しています． 

 

 詳しい内容につきましては，7月の月間報

告書内とさせていただきますが，このテスト

により7月のエコパ走行会では，トラブルも

なく，無事にテストがました．このようにテ

スト走行を多く行うことで，車両の熟成を日

本大会に向けて行って生きたいと思います．               
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3.3.3.3. (((( ))))    

 フレームの錆落とし 

 

 フレームの溶接終了後，何の処理もして

いなかったので錆が発生してしまいまし

た． 

雨天時の走行や錆の増殖の防止を考え，ヤ

スリをつかって一度フレームを綺麗に磨

き，錆防止のため表面にサーフェーサーを

散布しました． 

表面を磨く作業は手の届きにくいところ

などがあり，磨くのはとても大変でした． 

 

ブラケット改良  

  
 大井松田の走行の際に壊れてしまった

ブラケットの改良を行いました． 

改良前のものは角パイプを加工したもの

でしたが，今回はアルミの削り出しで製

作したので前回に比べとても頑丈なもの

を作ることができました． 

 走行を重ねる度に疲労がたまっていく

パーツなどもあるので，走行前にはしっ

かりと確認し，走行中に壊れて貴重な走

行機会を無駄にしないようにしていきた

いです．  
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4.4.4.4. (((( ))))    

 吸排気の製作 
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   排気騒音テスト 

 
 排気騒音をレギュレーションで定めら

れた110dB以下にするべく，サイレンサー

の改良と騒音測定を行いました．バッフ

ル等で改良を繰り返し行いましたが，完

全に数値を下回ることはできませんでし

た．排気管の改良も残されているため，

随時テストをし，改良していきたいと思

います． 

  

 第一エンジンO/H 
 

 大会使用エンジンの最後のオーバーホールを

行っています．今回もスズキ株式会社様より部

品の支援をしていただきました．また，エンジ

ン内部の洗浄，消耗部品の交換やフリクション

ロスの低減のため，ポートの研磨も行う予定で

す．組み上げ手順等に間違いがないように，入

念な確認を繰り返し行いながら作業してまいり

たいと思います． 
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5.5.5.5. (((( ))))    

 

2010年 7月 活動予定内容 

 
上旬 ・エコパ走行会 

   ・テスト走行 

      ・アップデート部品製作 
 

 

 

中旬 ・テスト走行 

   ・アップデート部品製作 

   ・大会プレゼン製作開始 

   ・アンダーパネル製作 

        

  

下旬 ・テスト走行 

   ・大会仕様部品製作期限 

   ・大会用パネル製作開始 
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6.6.6.6.     

  

            

                              

                    

                        

  

KUWAHARA BIKEWORKS JAPAN               

 

                                        

                

                     

       



11 

7.7.7.7.     
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